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事業成果の事業化計画書
（共同提案の場合、事業者ごとに記述してください。）

		株式会社○○○○○○

1. 事業化を行うサービス等の概要
(1) 内容
事業成果に基づくサービス等の内容や事業の成果が当該サービスへどのように反映されるか記載してください。
(2) 製作・実施等の制約
サービス等の実施にあたって、必須となる調達先（国、企業等）や制約等、サプライチェーン上の立ち位置等を記載してください。
(3) 用途（販売予定先）
サービスの想定される提供先等を記載してください。また、自らが実用化・事業化するのではない場合には、どの様な形でサービスが実用化されることを想定しているのかについて記載願います。

2. 事業化への取組
(1) 事業化に向けた計画等
プロジェクト期間終了後5年間までに事業化を目指す計画、投資計画（製造拠点含む）等を記載願います。

(2) 事業化を考えるに至った経緯（動機）
事業化を目指す背景等について具体的に記載願います。

(3) 事業として成功すると考える理由
事業の新規性、独創性、他との競争力、実用化・事業化までに想定される課題とその解決方法など具体的に記載してください。
(4) 実用化・事業化計画に対する申請者内におけるコミットメントの状況
事業化計画について申請者内の事業部の責任者等との現時点でのコミットメント状況について記載願います。
(5) 事業化のスケジュール
（１）で記述した内容を踏まえ、プロジェクト期間終了後５年間の想定される事業化計画を事業化への各段階が明瞭となるよう線表、矢印、記号等を用いて記述してください。
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